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柴 田 純 一 郎

緒 言

カ ル メL辻 氏 ハ膿 汁加 培 養 基 二敷 百代 培 養 テ重

ネ タル コ トニ ヨ リ有毒 牛結 核 菌 ヨ リ著 シク弱 毒

セ ルBCGテ 得 タ リ。 余 ハ此培 養 ニ ヨ リテ來 セ

ル攣 化 ガ或 ハ 其 「アル コー ル エ キ スJ物 質 中 二認

メ得 ザ ル カ ヲ発疫 學 的 方面 ヨ リ窺 知 セ ン ト シテ

有 毒 牛 結 核 菌 及 ピBCGノ 「アル コ'-7Lエ キ スJ

物 質 免 疫 血 清 テ製 シ補 膿 結 合反 慮 テ検 シ、 其 結

果 テ1929年 ノZeitschriftftirlmmunit乞tsfo-

rschung(i)二 畿 表 セ リ。 以 上 ノBCG及 ビ牛 結

核 菌 ト相 似 タル關 係 二在 ル有 馬氏 「サボ ニ ンJ加

培 養 ノ弱 毒人 型 結 核 菌 ト特 二強 毒 ナ ル人 型 結 核

菌 トノ抗 元 性 二如 何 ナ ル差 異 ア ル カ テ明 カ ニ ス

ル ハ興 味 アル 問題 ナ リ、 是 二於 テ余 ハ是 等 雨 種

ノ菌 ノ 「アル コー ルエ キ ス」 テ以 テ 動 物 ラ 発 疫

シ、 兎疫 生物 學 的實 験 テ企 テ タ リ。

有 馬 頼 吉 氏(2)ハ 「サボ ニ ン」加 無蛋 白培 養 液 二培

養 シ テ世代 テ重 ヌ ル コ トニ依 リ抗 酸 性 テ失 ヒ タ

ル或 ハ之 レニ近 キ結 核 菌 テ得 タ リ。 叉 矢 部 辰 三

郎 氏 等{3}ハ有 馬 氏 等 ノ趣 旨 二基 キ 「サボ ニ ンJ加

無 蛋 白培 養液 二撒 世代 テ重 ネ テ(長 キ ハ3年 間)

全 ク抗 酸 性 テ失 ヒタル結 核 菌 テ得 、 且 ツ其 毒 力

ノ減 弱 テ謹 明 セ リ。

次 二余 ハ爾 ホ雨 種 ノ加 熱 死 菌 免 疫 血 清 ヲ以 テ補

膿 結 合反 慮 テ検 シ、 弱 毒菌 及 ビ強毒 菌 ノ相 互 關

係 ラ明 ニ セ ン トス.

文獄概要

1906年Wassermann,Bruck(4)雨 氏 ハ藷 「ツN'

ル ク リ ンj及 ビ新 「ツベ ル ク リ ンJテ 抗 原 トシ、結

核 臓 器浸 出液 、 結 核 免疫 血 清及 ビ 「ツベ ル ク リ

ン」前所 置 ノ結 核 患 者 血 清 等 二 封 シ テ 補 燈 結 合

反 磨 テ試 ミテ結核 診 断 上 二慮 用 シ爾 來 多 ク ノ業

績 嚢 表 セ ラル ・二至 レ リ。

結 核 菌 麗 ノ蜷 様物 質 ハBerger二 依 レバ 酸 ト

「アル コ・ホ ル」二侵 サ レ難 シ。R.Koch(5)ハ 、

Prosskauerト 協 同 ノ研 究 二於 テ 結 核 菌 ヨ リ冷

「アル コホ ルJ可 溶 性脂 肪 酸 ラ謹 明 シ タ レ ドモ
、

本來 ノ抗 酸 性 ハ蓋 シ熱 「アル コホ ル河 溶 性物 質

ニ ア リ ト云 ヘ リ。

従 來 此蝋 檬 物 質 デ得 ル 爲 メ へ 「アル コホ ル汲

ビ「エー テ ル」ヲ別 々 二使 用 ス ル法、「メチー ル ア

ル コー ル」法 、 「アセ トー ンJ、 「ア ル コー ル」、

「エ ー テル」
、 「ト リク ロー ル エ チ レ ンJ法(rマ イ

ヤー 」〉等 種 々 ノ方 法 ア リ。

Klopstocku.Witebsky(6)バ ー 定期 間rア ル コ

ー ル」ラ 加 ヘ テ静 置 シ
、振 量機 ニ テ振 温 シ タル後

加 熱 シテ 「アル コー ル エ キ ス」ラ得 タ リ。Boquet

etNらgre(7)ハ 結 核 菌 「リボ ィPtドjガ 抗 元 トシテ

抗 禮 ラ産 生 シ得 ル コ トラ謹 明 シ、 此 抗 元 ハ結 核

血 清 二封 シ テ特 異 反慮 ラ呈 シ結 核 診 断 上 償値 ア

リ ト述 くごタ リ。K.Myer《8)ハ 結 核 菌 膣 ヨ リニ

種 ノ「リボ ィー ドjテ分 離 シ、 其 一 ハ抗 元 作 用 ラ

有 シ特 殊 抗 膿 テ産 生 ス ト云 ヘ リ。Klopstocku.
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Witebskyハ 結 核死 菌 或 ハ 結 核 菌 「アル コー ル

エ キ ス」免 疫 家 兎血 清 中 二結 核 菌 及 ビ結 核 菌 「リ

ォミィー ド」二封 ス ル孟完構豊ヲ認 メ タ リ。

以 上Myer及 ビKlopstocku.Witebsky等

ノ補 盟 結 合 反 慮 試験 二於 テハ 結 核 菌 「リボ イー

ド」二封 シテ 比 較 的大 量 ノ 免 疫 血 清 テ使 用 シテ

完 全 溶 血 阻 止 ラ呈 シ、Weigmannu.Liese(91

ハ唯 此 貼 ノ ミニ於 テ反 封 ノ結 果 テ示 シタ リ。 勿

論 結 核 菌 「リボ イー ドJヲ得 ル方 法 二於 テ相 異 ル

所 ア リ。Klopstockハ96%「 アル コー ルJニ テ

熱 シ、Weigmannハ 中性 脂 肪 及 ビ有離 「リボ ィ

ー ドJテ取 リ去 リタル後96%「 ア ル コー ルjニ テ

熱 シタ リ。

次 二異 株 ノ結 核 菌 ノ差 異 ラ補 膿結 合反 慮 ニ ヨ リ

テ見 出 サ ン ト企 テ タル學 者 ア リ。Wwedensky(ic}

ハ家 兎及 ビ海 瞑 二四種 ノ結 核 菌純 梓 培 養 ラ接 種

感 染 セ シ メ、 其 血 清 テ以 テ補 艦 結合 反慮 テ試 ミ

菌 「エ キ ス」及 ピ全 菌 浮 游 液 二封 シ テ陽性 成 績 テ

得 タ レ ドモ各 株 ノ結 核 菌 種 二封 シテハ抗 艦 ノ選

揮 的 性 質 ラ 見 出 シ 得 ザ リキ。Kirchner(ii)'ハ 補

艦 結 合 反 慮 ニ ヨ リテ人 型 菌 ト牛型 菌 ト ノ庭 別 テ

試 ミタ レ ドモ其 成 績 ハ陰 性 ナ リキ。Liverani(12)

ハ 生 結核 菌 叉 ハ死 結 核 菌 テ以 テ家 兎 ヲ免 疫 シ、

其 抗 元 性能 力 テ比 較 シ、 生 菌 ハ遙 カ ニ死 菌 二勝

ル コ トテ知 レ リ。M.ChristianundS.Rosen-

blatli3)・・健康 海獲 、結 核 感 染 海 猿 、 及 ビ結 核 菌

乳 劇(B.E.)テ 以 テ 正 常 海瞑 二 前 所 置 シ タル モ

ノ等 二於 テ、 補膿 結 合反 鷹 陰 性 ナ リシモ ノガ、

之 二菌 乳 剤 注 射後 、結 核感 染 海 瞑 ノ ミニ於 テ補

盟 結 合 反慮 陽 性 ナiル テ 認 メ タ リ。Engelund

Bauer(i9ハ 健 康 乳 見及 ビ結 核 乳 見 二於 テ 同様 ノ

實 験 ラ試 ミ、 其 補禮 結 合物 質 ラ謹 明 セザ リシモ

ノ ニ藷 「ツベ ル ク リンJラ 注 射 シタル後 、 其 血 清

ハ 薔 「ツベル ク リ ンJ二封 シテ補 膿 結 合 反 磨 陽 性

ナル コ トテ見 タ リ。 同様 二Laub㈹ ハ、 結 核 感

染 海 狸 二藷 「ツベ ル ク リ ン」テ以 テ前 所 置 シタ ル

血 清 へ 菖 「ツベ ル ク リ ン」二封 シテ補 盤 結 合 反

磨 陽 性 ナ リシモ、 健 康正 常 海狸 二 菖 「ッベ ル ク

リン」叉 ハ死 菌 テ以 テ 前 所 置 セル 血 清 二封 シテ

!・陰 性 ナ リ シコ トラ報 告 セ リ。而 シテChristian

undRosenblatノ 結 果 ハ 免 疫 二 使 用 シ タル結

核 菌 乳 剤 ノ量 ガ少 量 二過 ギ タル ニ非 ザ ル カ テ疑

ヒHerbertKocha¢ ハ多 量 ノ結 核 菌 乳 剤 テ注 射

シ タル正 常 海猿 二於 テ菌 乳 剤 二封 シテ強 キ補 盟

結 合 反 慮 ヲ示 セ ル コ トヲ報 告 セ リ。

結 核 菌 ノ各 種 ノ「エ キ ス」物 質 ノ補 艦 結 合 反癒 特

異 性 二關 シテ從 事 多 ク ノ研 究 襲 表 ア リ。Weig-

mannu.Liese{9)ノ 結 核 菌 「エ キ ス」免 疫 血 清

ハfレ チ ・ン」及 ビ徽 毒 肝 臓 「エ キ ス」二封 シテ輕

度 二反慮 シ、 「コ レス テ リ ン」牛 心 「エ キ ス」ニ ハ

全 ク反 慮 セ ズ。Klopstocku.Witebskyノ 「ア

ル コー ル エ キ スJ叉 ハ 菌 免 疫 血 清 ハ 「レチ ・ン」

ニ モtコ レス テ リン」牛 心 「エ キ ス」ニ モ輕 度 反 慮

シ タ リ。BoquetundN確reノ 得 タル 「エ キ

スJ物 質 ハ結核 患 者 血 清 ト補 腸 結合 反 鷹85%陽

性 傘 テ得 タ レ ドモ、 時 トシ テ徽 毒 患 者血 清 モ陽

性 反 慮 アル コ トテ述 べ、RudolfMUIIerハ 、牛

心 「エ キ スJ二 不 完全 補 膿 結 合 反 慮 テ示 セル結 核

血 清 ハ例 外 無 ク「ツベ ル ク リ ン」叉 ハ結 核 菌 ト補

禮 結 合 反 磨 陽 性 ナル モ 「ツ ベ ル ク リ ン」又 ハ結核

菌 ト不 完 全 二補 膿 結合 テ示 セル結 核 血 清 ハ牛 心

「エ キ スJ二 へ 反 鷹 陰 性 ナ リ
、 ト記 シ、Felix

Klopstockハ 活 動 性結 核 血 清 ハ、 ワ.,セル マ ン

氏 抗 元 二封 シテ特 異 的 補 膿 結 合 反 鷹 テ呈 ス ト云

ヘ リ。我 國 二於 テハ矢 部 辰 三郎 氏 等{3)ハ 「サボ ニ

ン」加 培 養 非抗 酸 性結 核 菌感 染 海 瞑 血 清 トBes-

redka氏 抗 元 トノ補 禮 轄 向 反慮 テ検 シ、 極 メテ

輕 度 ノ陽 性 傘 テ得 、 又普 通 結 核 菌 感染 海猿 血 清

二封 シテ、 「サボ ニ ン」加 培 養 結 核 菌 食盤 水浮 游

液 ラ抗 元 トシテ補 艦 轄 向反 癒 ラ試 ミ張 キ陽 性 テ

示 シ タル コ トラ報 告 シ、 鴻.ヒ氏偽 等 ハ結 核 補 艘

結 合 反 癒 二適 確 二反 慮 ス ル抗 元 ヲ造 リ、初 期 ノ

肺 結 核 患 者以 外 二於 テハ93%以 上 ノ陽 牲 率 ラ示

シタル コ トヲ報 告 セ リ。

併 シ乍 ラ本 抗 元 モ徽 毒 血 清 二封 シテ輕 度 二反 慮

シタ リ。 箭 頭 氏 ⑳ ハ人 型 結 核 菌 ノ 「アル コー ル、

エ ー テ ル」浸 出物 質 或 ハ 「エー テ ルJ浸 出物 質 テ

以 テ免 疫 血 清 テ製 シテ補 罷 結 合 反慮 テ試 ミ、 浸
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出物 質 ノ ミテ注 射 スル時 ハ抗 農 テ産 生 シ得 ザ レも

ドモ豚 血 清 テ賦 活艦 トシ テ用 フル時 二於 テ ノ ミ

陽 性 ノ成 績 テ得 タ リ。 藤 澤 好雄 氏(e2)ハ、 結 核 菌

「リボ イー ド」テオ毎猿 二書主射"シタル後
、菖 「ツ〈ごル

ク リン」熱 反 慮 テ検 シ、 結 核 菌 毒 素 二 封 シ テ 抗

元 作 用 テ登 揮 シタ ル コ トテ述 べ、 渡 邊 義 政 氏13s>

・・結 核 菌rリ ボ ィー ド臓 物 質 ヲ以 テ家 兎 二抗 艦

ヲ謹 明 シタ レ ドモ免 疫 動 物 ハ死 亡 シ易 ク見 疫 ハ

困難 ナ リ トセ リ。

自家實験

一、見疫方法

結核 二關スル免疫二際 シテハ死菌又ハ其製剤 テ

以 テスルニ當 リ、著 シク多量二且又繰 リ返 シ注

射 ヲ要 スルノ感 ラ深カラシメタルコトテ、此機

會ニー言セントス。

今其實験例 ヲ墾ゲンニ、BCG及 ビ牛結核菌 ノ

加熱死菌テ以テ家兎二発疫テ施 シ、補饅結合反

磨 ラ検 シタル際二於テ各家兎二、一白金耳ラ俘

游液 ト爲 シテ6回 二分チ静脈内二注射 シタレド

モ、其血清 二於 テ補匿結合反慮甚ダ微弱 ニシテ

其最大血清量テ使用 スルモ溶血陥止甚ダ輕弱 ナ

リシコ トテ實験 シタリ。

抗元ハ以下二示ス四種 ニシテ各抗元 二就キ各3

匹 ノ家 兎 ラ用 ヒ、Klopstocku.Witebsky{6〕 ノ

免 疫 方 法 二徒 ッ テ3-4日 目毎 二静脈 注 射 セ リ、

注 射 同撒 ハ9同 、 最 後 ノ注 射 ヨ リ8日 目 二探 血

スe

注 射 ノ間 隔 ハ多 クハ7日 以 上 トス ル モ、 同 撒 テ

重 ヌ ル ニ從 ツ テ動物 ノ死 ラ來 ス コ ト多 キ ガ故 二

其 間 隔 ラ短 縮 シ、Christianu.Rosenblat㈹ ハ

Jifrgensノ 方 法 二 從 ツ テ結 核 菌 乳 剤 ラ2--4日

毎 二漸 増 的 二 注 射 シ、Myer(8jハ1ん 瓦 ノ結 核

菌禮 テ毎5日 目、4同 注 射 セ リ。 余 ノ注 射 方 法

ハ後 二詳 記 ス。

二、抗原 ワ製法

(1)「 サボ ニ ン」加 培 養 菌 浮 游 液(便 宜 上AO菌

ト記 ス)。

有 馬 研 究 所 ノ好 意 ニ ヨ リ人 型 結 核 菌 ノ 「サボ ニ

ン、ク リセ リン」寒 天培 養 テ得 タ リ。 菌 聚 落 ハ培

養基 上 二融 解 漁潤 ナル モ翁 ホ大 部 分 抗 酸 性 テ保

テ ル菌 ニ シテ、 之 テ爾 ホ 「サボ ニ ン」加 「グ リセ

リ ン」寒 天 ニ テ 数 代 培 養 テ 績 ケ タル後 無 蛋 白培

養 液 ニ テ壇 殖 シテ菌 ヲ得 タ リ。 菌 培 養 ハ生 理 的

食盟 水 ニ テ好 ク洗 縢 シ タル後 濾 過 糸氏ノ間 二挾 ミ

水 分 ラ去 リ、0.3%二 生 理 的 食 盤 水 二李等 二浮

游 セ シメ タル モ ノナ リ。

始 メ硝 子 球 テ入 レタ ル滅 菌 「コル ベ ンJ"M要 ノ

菌培 養 テ量 リ取 リ食 盤 水 テ加 ヘ ザ ル 内 二好 ク振

リテ菌 培 養 テ細 確 シタル後 生 理 的 食 盤 水 ラ加 ヘ

テ李等 ナ ル菌 浮 游 液 ラ得 タ リ。

之 テ70℃ ニ テ30分 間熱 シ テ殺 菌 セ リ.

(2)強 毒 人 型 結 核 菌 浮 游 液(以 下L菌 ト記 ス)。

強 毒 結核 菌 トシテ、北 里研 究 所 二保 存 セ ラ ル ・

「フ ラ ンク フル ト」株 テ 同所 ヨ リ得 テ 「グ リセ リ

ン、ブ イ ヨ ン」ニ テ増 殖 シ タル モ ノ テ生 理 的 食 盤

水 二 〇・3%ノ 割 二前 ト同様 二作 リ之 テ前 ト同榛

二殺 菌 シ タル モ ノ ナ リ
。

(3)「 サボ ニ ン」加 培 養 菌 「ア ル コ ー ル エ キ スJ

(以下便 宜 上AOX>。

硝 子 球 入滅 菌 「コル ベ ンJ中 二 「サボ ニ ン」加 培 養

菌 ノ無 蛋 白培 養液 檜 殖 菌 ラ量 リ取 リ好 ク細 確 シ

96%「 アル コー一ル」テ10:100ノ 割 二加 へ好 ク混

ジ、37℃ 二於 テ10日 間 放 置 シ、 然 ル後4時 間

振 盈機 ニ テ 振 盈 シ、60℃ ノ湯 浴 ニ テ5時 間 熱

シ、 直 チ ニ濾 過紙 ニ テ濾過 セ リ。 濾 過 液 ハ始 メ

ハ全 ク透 明 ナ レ ドモ、 冷 ユ ル ニ從 ツ テ漏 濁 テ來

シ器 底 二沈 澱 テ生 ズ。



第1號 】 柴田=「 サPtニ ソ」加培養結核 菌、強毒結核菌及 其「アル コール」免疫血清 ノ補髄結合反慮比較研究17

(4)結 核 菌 「アル コー ル エ キ スJ似 下便 宜 上F

Xト ス)。

「フ ラ ン ク フル ト」株 結 核 菌 漁 培 養 テ前 者 ト同檬

二 「コル ベ ン」二取 リ10:100ノ 割a「 アル コー ル」

テ加 へ 同 ジ操 作 ラ施 シ テ「ア ル コー ルエ キ ス」テ

得 タ.リ。

注 射 方 法

以 上爾 種 ノ菌 浮 游 液 ハ毎 同5ccm宛 ラ耳 艀脈 ヨ

リ注 射 シ、 雨 種 ノ「ア ル コー ル エ キ ス」ハ注 射 前

二好 ク振 リ動 シ、沈 澱 物 テ卒 等 ナ ラ シ メ タル 「エ

キ ス」申 ヨ リ各 家 兎 二就 キ テ、5ccmテ 探 リ、

「ア ル コー一ル」テ硝 子製 蒸螢 皿 ニ テ低 温 二蒸 獲 セ

シ メ タル モ ノニ生 理 的 食盤 水 テ5ccm加 へ硝 子

棒 ニ テ好 ク混 ジ、静 脈 内 二注 射 セ リ。 注 射・ハ 各

3日=行 ヒ、9同 施 行 セ リ。 ・

家 兎

翻Kg魍(酬 前)
開 重
(探血前)

1留1§}A・菌灘 液

5蜜嚢難§}F菌浮游液

V皿i2.540

}A…x畏1舞:8毒8

嘉1縷}FX

3。030

2.980

2。590

2.750

2.890

3.180

2.595

2.960

2.930

3.740

2.840

3.120

免 疫 家 兎 ハ探 血 前 夜 ヨ リ絶 食 セ シメ翌 朝探 血 シ

血 清 ヲ分 チ探 リ、56度 二於 テ30分 間熱 シ テ 非

働 性 トナ セ リ。

抗 元

(1)AO「 アル コー ルJ越 幾 斯(AOX)

三、補饅結合試験

注 射 二使 用 シタ ルAO「 アル コー ル」越 幾 斯 テ60

度 二熱 シ沈 澱 物 テ溶 シ、ソ レ ヨ リ5ccmテ 探 リ

「アル コー ル」ラ蒸 登 セ シメ タル モ ノニ滅 菌 生 理

的 食盤 水100テ 加 へ硲 子棒 ニ テ好 ク混 ジ李 等 ノ

稻 ≧白濁 セル液禮 トス。

(2)F「 アル コー ル」越 幾斯(FX)

注 射 二使 用 シタルF「 アル コー ルj越 幾斯 ヲ前 ト

同 様 ニ シテ5ccmラ 探 リ、 「アル コー ル」テ蒸登

シ前 ト同様二食藍水テ加ヘテ得 タル同檬 ノ液禮

ナ リ。

(3)AO菌 浮游液(AO菌)

注射二使用 シタルAO菌 浮游液帥チ0.3%菌 浮

游液 ラ滅菌生理的食盤水ニテ2倍 二稀繹 シテ使

用 セリ。

(4)F菌 浮游液(F菌 〉

.注 射 シタルF菌 浮游液ハ前同様二2倍 二稀繹 シ

テ使用 シタリ.

試駿方法

毎回激匹 ノ海旗 ヨリ心臓穿刺ニヨリテ新鮮 ナル

補禮 テ得、溶血々清 ノ溶血贋及ビ抗元 ノ溶血阻

止下量拉 ピニ各琵疫血清 ノ自家溶血阻比量テモ

測定 シタル後本試験 テ施行セリ。

本試験か法 トシテハ先ヅ免疫血清 ノ使用量ヲ全

テ0・25申 二含 マシムル様ニス、郎チ0.05ノ 見

疫血清 テ使用スル場合 ニハ生理的貸盤水ニテ5

倍稀繹液テ作 リ、其 ノ0.25ラ 探 ル。

第一二小試験管中二稀繹冤疫血清0.25ラ 入v、

ソ ノ後 、 抗 元 ノ 使 用 量 ヲ食 盤 水 テ 加 ヘ テ0.25

トナ シタル モ ノ テ加 へ、 第 三 二10倍 稀繹 ノ補

鵠0・25テ 加 へ好 ク混 合 シ タル後37度 ノ艀 竈 ニ

ー 時 間納 メ然 ル後
、 溶 血 系統 テ加 フ、 郎 チ山羊

洗際 血 球5%0.25液 ト溶 血 々清 稀 繹 液(溶 血 償

ノ4倍 量)0.25テ 加 へ 置 キ タル モ ノテ加 ヘ テ37

度 解 竈 申 二30分 間 置 キ テ 後 、 其 結 果 テ 鋼 讃 シ

タ リ。 省 ホ其 後 氷 室 二入 レ12時 間後 ノ結 果、チ

験 シテ参 考 トナ シタ リ.
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溶 血 ノ程 度 テ下 ノ如 ク六段 二分 テ リ。

尚 ホ本 試 験 二於 テ ハ、封 照 ト シテ免 疫 血清 ノ最

大 使 用 量 ト抗 元 ノ使 用量 二於 テ、 自家 溶 血 阻 止

ノ全 ク無 キ ゴ トテ確 メ タ リ。 叉 山羊 ノ血球 液 二

於 テ、 自家 溶 血 ノ無 キ コ トラ確 メ タ リ.

先 ヅAO.X発 疫 血清 二就 テ検 セ ン トス。

◎AO.X血 清 ノ補 禮 結 合 反 鷹

第一表AO.X免 疫血清

0

恥

P

翫

照

K

nur

Spur

PartieU

stark

fastKomplett

Komplett

補禮結合反膳

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

0。2

0.2

0.2

0.2

00

0

FK

0

FK

bPStFK

SpFKiK
FKFKK

FKFKFKFKK

O.10.050,0250.010、005
　 ロ

AO.X免 疫 血清(VII)

第 二 表 同 」∫

↑

K

K

K

K

(Vの

}1岬

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

0.2

0.2

0.2

0.2

0。15

0.2

0、2

0,2

0・0 PIFK K }K
oio

…

Sp P K K

KK K K K
lK

FKFK FK K K lK

0。10.050。0250.010.005
一

AO。X免 疫血清(IX)

第三 表 同 上
1

0 St…KiK K 陛
纏

St
…

K}KIK
　

K K

K
}K
、K:K K K

K KiKK K K

0。050.0250。OiO。0050.002
　

AO.X免 疫血清(V皿)

以 上 「サボ ニ ン」加 培 養 結 核 菌 ノ「アル コー ル」越

幾斯 ヲ 以 テ 発疫 シ タル3匹 ノ 家 兎 ノ血 清 二就

テ、 同 名 ノ 「ア ル コー ルJ越 幾斯 抗 元 ト異 名 ノ

ヂァル コー ル」越 幾斯 抗 元 ト次 ギ ニ
、 是等 二 種 ノ

ゑよ

菌浮游液 ラ抗元 トシテ補膿結合反慮 ラ検 シタル

結果 テ見ルニ、第一表 四 號血清 二於 テハ同名

越幾斯元 二封 シテハ0・05ノ 血清量二於 テ完全

ナル溶血阻 止テ示 シタリ。之 レヤイヤー或ハ.

ク互∠Zl」L∠ 乞等 ノ得 タル結果 ト大凡相似 タル

モ ノニシテ、箭頭氏或ハ田氏 ノ豚血清テ賦活罷

トシテ加 フルニ非ザ レバ抗艦 テ生成セザル トハ

異ル所 ナリ。然 レドモ本來其越幾斯物質 ノ抽出

方法二於 テ異 リ、從 ツテ越幾斯物質 ノ量及 ビ質

(IX)

1莞 血 清封照(0.1)

儂K

構幽
二於 テ モ相 異 ル ハ想 像 シ得 ベ キ コ トニ シテ同 一

二論 断 ス ベ キ ニ非 ズ。

第 二 表IX號 血 清 二就 テ見 ル ニVfiew血 清 ト同檬

二 〇.05ノ 血 清 量 テ以 テ完 全 二溶 血 阻 止 テ示 シ

免 疫 償値 二於 テ著 シキ相 違 テ見 ザ レ ドモ、 第 三

表 鴨 號 血 清 ハ 自家 溶 血 阻 止作 用 強 ク シテ 他 ノ

ニ 血 清 ハO.1ラ 使 用 シ 得 タ レ ドモV皿 號 血 清 ハ

0。05二 止 メ タ リ。 而 シテ0.05二 封 シテ 完 全 溶

血阻 止 ヲ示 シ タ リ、 然 レ ドモ本 家 兎 二於 テハ 他

ノニ 家 兎 ヨ リ冤 疫 ノ成 生 悪 シ。

次 ギ ニ異 名 ノ越 幾 斯FX抗 元 二封 ス ル補禮 結 合

反 癒 テ見 ル ニ第 一 表 、第 二表 二於 テハ血 清0.05

迄 デ完 全 二溶 血 阻 止ヲ示 シ同 名 ノ越 幾斯 抗 元 ト
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強サニ於 テ異 ラズ。第三表V皿 號血清 二於 テハ

唯微弱二溶血阻1ヒテ示 ジ、異種抗元二封 スル選

揮反慮 ノ如 ク見ユ レドモ本家兎二於 テハ発疫 ノ

畿生不良ニシテ他 ノニ家兎 ノ結果 二比 シテ見ル
ヤ

時 ハ之 レテ選 澤 的 反 慮 ト見 ル ハ當 ラザ ル ベ シ。

以 上 ノ結 果 ヨ リシテ 「サボ ニ ンJ加 培 養 結 核 菌 ノ

「アル コー ル」越 幾欺 ト張 毒 入型 結 核 菌 ノ 「アル

コー ル」越 幾斯 トハ 発 疫 生 物 學 的 二 讃 明 セ ラル

ベ キ異 種 物 質 テ含 有 セザ ル モ ノ ト認 メ ラル
。

次 ギ ニAO.X免 疫 血清 二於 テAO菌 俘 游液 ト

F菌 浮 游 液 トテ以 テ補 督豊結 合 反 癒 子比 較 スル ニ

◎

第四表

同名 ノAO菌 テ以 テ スル モ、 第 一表 第 二 表、第

三 表 テ通 ジテ殆 ン ド全 ク溶 血 阻 止 テ示 サズ、 異

名 ノ菌、F抗 元 二封 シテモ 同様 ナ リ、 此 結 果 ハ

クロザプ ス トック等 ノ得 タル結 果 トー 致 シマ イ ヤ

ー ノ結 果 ト相 反 スル所 ナ レ ドモ マ イ ヤー ノ使 用

シタ ル抗 元 ハ結 核 菌 ヲ乾 シ タル モ ノヲ特 二好 ク

磨 リ潰 シタル モ ノナ リ。

次 ギ ニ張毒 結 核 菌 「アル コー ル越 幾 斯 免 疫 血 清

二就 テ前 ト同様 二四 種 ノ抗 元 二封 シテ補 艦 結 合

反 鷹iテ試 定ン トス。 。

FX血 清免疫補膿結合奴癒

FX免 疫血清 補盤結合反磨

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

0.2

0.2

0.2

0.2

0

0

K

0

0

K

P

P

K

St

K

K

FK

K

K

StFKPPK

O。10。050.0250,010.005

K

K

一一} K

K 譲幽
FX免 疫 血清(XD

　

第五表 同 上
難

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

0。2

0。2

0。2

0。2

0

0

0・

ま
FKFK!

0

0

FK

0

Sp

F

Sp

FK

K

FKPPKK

O。10.050.Of～50。010.005

一
K

K

「K

K 擁幽
AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

第六表 同 上

0.15

0.2

0.2

0.2

10
0 0 0 P K

0 0 0 0 FK K

K K K K K K

FK K K K K K

0.10.050.0250.010.005
㌔一 一 一一一 騨一 一＼戸一一 一 ・一一一一ゴ

FX冤 疫 血清(X)

似 上 強毒 結 核 菌(F)バ ァル コー ル越 幾 斯 ヲ以

テ見疫 シタル3匹 ノ家 兎 ノ血 清 二於 テ初 メ同 名

ノ「アル コー ルJ越 幾斯 トノ補 罷 結 合 テ見 ル ニ第

四 表XI號 血 清 ハ0・05迄 デ 完 全 溶 血 阻 止 ヲ爲

シ、第 五 表XH號 血清 ハ0.025迄 デ完 全 溶 血 テ阻

止 シ、 第 六 表X號 血清 ハ0.01迄 デ 完 全 溶 血 阻

止 テ示 セ リ。 即 チ 各家 兎 ハ何 レモ其 「アル コー

ル」越 幾斯 物 質 二封 シテ相 當 彊 ク反 慮 シタ リ、前

}1曝

ノAOfア ル コー ルJ越 幾 斯物 質 テ以 テ免 疫 テ施

シタル時 ヨ リモ免 疫 贋 値 ノ高 キ血 清 者 尋タ リ
。

之 レニ就 テ考 察 ス ル ニ前 者AO菌 ハrサ ボ ニ ン」

テ加 ヘ タル培 養 二依 リテ漸 時周 園 ノ蝋 様 物 質 テ

浦 失 シ ツ ・アル モ ノニ シ テ 從 ツ瑛rア ノv=一

ルJ越 幾斯 ハ 量 二於 テF菌 越 幾斯 ヨ リモ 少 キ コ

トハ考 へ得 ラル ・コ トナ リ。

次 ギ ニFX免 疫 血 清 二於 テ異 名 ノrア ル コー ル」
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越幾斯抗元帥チAO.X抗 元 テ作用 シタル補禮

結合反癒 テ見ルニ第四表二於テハO.05二 於 テ

完全溶血テ阻止 シ、第五表及 ビ第六表二於 テハ

0。01テ以 テ完全ナル溶血阻止ヲ示 シ、前 ノAO

Xノ 冤疫血清 ヨリ5倍 高キ発疫 テ得 タリ。而 シ

テ同名異名ノ別ナク殆 ンド同檬二反慮 シタルハ

此雨膿 ノ結核菌 ノ「アルコール」越幾斯物質ガ同
一ナルコ トテ他 ノ方面 ヨリ謹明 シタルモノト云

フテ得ベ シ。

次 ギニ此FX琵 疫血清 二於 テ雨種 ノ菌浮游液テ

抗元 トシテ作用セシメタルニ、同名 ノ菌Fノ 浮

游液ハ完全溶血阻止ハ示サ"レ ドモ極 メテ輕度

ノ溶血阻 止ラ示 シ異名 ノ菌浮游液二封 シテハ殆

ンド完全 二溶血 シタリ。

◎AO菌 血清 ノ補罷結合反癒

次 ギニAO菌 ノ浮游液 ヲ以テ冤疫 シタル血清轟

就 テ前記四種 ノ抗元 二封 スル補禮結合反癒 テ検

セ ンo

人 型 菌 ト牛 結 核 菌 ノ相 違 或 ハ異 レル結 核 菌 株 テ

以 テ其 相 違 ラ補 罷 結 合 反 慮 二依 リテ求 メ ン トシ

タル研 究 ハKirchner,Wwedensky二 依 リテ

企 テ ラ レ タル コ トハ前 二述 ベ タ リ。

第七表'AO菌 免疫血清 補禮結合反磨
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FX抗 元
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・ 第入表 同 上
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第九表 同 上
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K
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第十表 同 上
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P St FK K

0、0010。OOO50.OVO2
　 　
AO菌 免疫血清(皿)

脚

抗
元
封
照

(皿)

血 清 劃 照(0.001>

K
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AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗 元

O.15

0.2

0.2

0.2

第十一表 同 上
}

Sp P FK F到 K

P K K K1 K

P FK K K K

P FK FK K 、K

0.0020。0010。OOO50.OOO2
へ 　

AO菌 免疫血清(皿)

第十二表 同 上

(ll)

莞 血醐 照(・.・・2)
i封K
照

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

O。15

0.2

0.2

0。2

P St

FK K

K

K

StKK

St卜St仁K

K

K

K

K 樺醜
0。0010.00050。0002
　

AO免 疫血清(1)

AO菌 郎 チ 「サボ ニ ン」テ加 ヘ テ永 ク培 養 テ重 ネ

タ ル菌 ノ食 盤 水 浮 游 液 テ以 テ免 疫 シタル雄1清二

前 同様 二四 種 ノ抗 元 テ作 用 シテ補 膣 結 合 反 慮 テ

検 シタ ルニ同 名及 ピ異 名 ノ抗 元 二封 シテ前 ト同

檬 二明 カナ ル差 異 ラ認 メザ レ ドモ、AO菌 テ以

テ セル冤 疫 セル血 清 ハ3匹 ノ家 兎何 レニ於 テ モ

他 ノ冤 疫 家 兎 ノ血 清 ヨ リモ強 キ発 疫 テ示 シ其 反

慮 幅 ノ著 シク廣 キ コ トハ注 意 スベ キ コ トナ リ、

即 チ強 毒 菌F菌 テ以 テ:冤疫 セル血 清 ハ後 ノ表 二

示 ス如 ク、免 疫 血清 ノ最 大 使 用 量 ヨ リ漸 次 牛量

ヅ ・減 量 シテ5段 階 ノ稀 繹 度 大 凡0.005ニ テ完

全溶 血 テ來 ス テ常 トシ タ レ ドモAO冤 疫 血清 二

於 テハ{5-6段 階 ニ テ モ 爾 ホ 補 農 結 合 反 慮 強 ク

◎胞 菌盛 蝋 補艦 合鷹
第十三表F菌 免疫血清 補膿結合反磨

シ テ、 反 鷹 セず ル限 界 テ定 ム ル爲 メ ニ、 更 ラニ

免 疫 血清 ノ稀 繹 テ高 メテ試験 テ繰 リ返 ヘ ス必 要

ラ見 タ リ、 第 十表 、 第 十 一 表 、 第 十 二 表 ハ ソ レ

ナ リ。 之 レ「サボ ニ ンj加 培 養 菌 ノ免疫 力 ノ強 キ

づ 野 テ意 味 スル モ ノ ト考 ヘ ラル。 .

第 七 表 皿號 唾1清ハ見 疫 贋 値最 モ高 ク シテ0.002

テ使 用 シ テ尚 ホ完 全 溶 血 阻 止 ヲ示 シ タ リ。 而 シ

テ越 幾斯 抗 元 二封 シテ モ強 ク反 鷹 シテ菌浮 游 液

二封 スル反 慮 二劣 ラズ否 ナ ム シロ第 八 表及 ピ第

九表 二於 テハ菌 浮 瀞 液 ヨ リモ強 ク反 慮 セ ル ラ示

セ リ。

次 ギ ニF菌 俘 游 液 テ以 テ免 疫 セ ル血 清 二就 テ以

下菖表
1二於 テ鷹 ノ結果 噸 察セントス・

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

lF菌 抗元

0.2

0.2

0.2

0.2

0 Sp}St FK FK K K

0 P{FK K K
毒

Kl

τ
K

Sp遷 SplP・ St FK …

K

0 olSp Sp Sp FK程 K
OjO.050,0250。010.0050.002 ..,

擁幽

0.2

0.2

0.2

0.2

F菌 免疫血清(IV)

第十 四表 同 上

住Olo 0 bt FK K

0 0 0 St K ・K

0 Sp Sp P St
一 K

0 0 Sp、 P K lK
0艦10.05α.0%10.010.005,

(VI)

莞 血醐 照(・。・)
i封K
照

F菌 免疫 血清(VI)



22柴 田=rサ ポニ ンj加培養結核菌、強毒結核菌及其rア ル コールコ免疫 血清 ノ補燈結合反懸比較研究 【第13巻

AO.X抗 元

FX抗 元

AO菌 抗元

F菌 抗元

0.15

0.2

0.2

0.2

第十五表 同 上

0 0 Sp FK}K K繧
一

〇 :Sp P KK K

0 Sp Sp StFK
畦

K

0 0 0 SpiP K穫

0。050.0250.010.OQ50。002
㌔一一一 一一 一 一へ 戸 一一一 一闘一 一 ノ

F菌 免疫血清(V)

F菌 浮 游 液 テ以 テ免 疫 セル、血溝 二四種 ノ抗 元 子

作 用 セ シメ タ ル結 果 ラ見 ル ニ大 禮 二於 テ著 シキ

差 ナ キ強 サ 屯反 慮 シ タ リ、 前 二述 ベ タル如 ク反

鷹 幅 二於 テハAojZ疫 血 清 ヨ リーEl小ナ リ。 之 レ

カ ル メット偽 ノ言 ヒ タル如 ク 毒 力 ノ強 キ菌 必 ズ

シモ 見 疫 力 強 キ ニ 非 ズ ト云 フニ ー 致 セ ル 所 ナ

リ。

次 ギ ニ余 ノ得 タル 「アル コー ル」越 幾斯 ガ徽 毒 反

慮 二使 用 スル牛 心越 幾斯 抗 元或 ハ牛 心越 幾斯 加

「コ レス テ リ ン」ト如何 ナ ル關 係 二在 ル カ テ検 セ

ン トス。 文 献 二暴 ゲ タル如 ク學 者 ノ得 タル結 核

菌越 幾 斯物 質 ヲ以 テ得 タル免 疫 血 清 ハ是等 ノ徽

毒 反 磨 ノ抗 元 トハ必 ズ シモー 致 シ タル結 果 ラ得

ザ リキ。

Weigmannu.Lieseノ 血 清 ハ ザコ レ ステ リン」

抗
元
封
照

ー
(V)

血 清 封 照(0.05)

K

牛 心 「エ キ ス」トハ反 磨 セ ザ リキ、 又R。Mifller

結 核患 者 ノ血 清 ハ牛 心 「エ キ スJト 結 合 セザ ル結

果 テ得 タ リ。 然 ル ニKlopstoeku.Witebsky

/fア ル コー ルJ越 幾斯 血清 ハ 「コ レス テ リ ン」牛

心越 幾斯 ニ モ反 磨 シ、 其 他Boquetu.Negre,

FelixKlopstock及 ピ鴻 上 氏等 ハ結 核 患 者 ノ血

構 ト徽 毒患 者 ノ血 清 トハ 多 少 相 似 タル反 慮 ラ爲

ス コ トテi述ベ タ リ。

然 レ ドモ是 等 學 者 ノ得 タ ル徽 毒 二封 シテ陽 性 ト

樗 スル モ ノハ多 ク ハ微 弱 ナ ル モ ノニ シテ結 核 二

封 スル反 慮 ヨ リ弱 キモ ノ ナ リ。
ひ

以下二余 ノ得 タル12匹 ノ家兎 ヨリ得 タル四種

ノ免疫血清二就 テ牛心抗元 ト牛心加 「コレステ

リン」抗元 トテ以テ補膿結合反慮テ爲セル結果

ヲ器ゲン。

◎ 各種 免 疫 血 清 ト牛 心越 幾 斯 拉 二牛 心越 幾斯 「コ レ ステ リンJト ノ結 合 反慮

免疫血清 ト牛心抗元及 ビ牛心 「コVス リン」抗元 ノ補膿結合反慮

(1)血 清(AO菌 浮游液)(fi)( )

牛 心抗 元0・25

牛 心 十
「コ レス テ リ ソ」抗 元0.25

牛 心 抗 元O・25

牛 心+
「コvス テ リ ソ」抗 元0。25

(皿)(

P St K K K

St FK K K、 K

0`e5{}.eと5駐.OlO.㏄5{}.ce2

(IV)血 清(F菌 浮游液)

K K. K. K K

FK KIK1 K K

÷講 歪圖
C.1{}.e50曇025e.010.ee5

(v)( )

讐開吾陵
K

}
K

)

P P FK K K
口

Sp P FK K K 阯

0癖C50● ⊂惣5e.OlO.ee50.oe2

(VI)( )

St
}

P

St St K K
E

…P P K K
0.rO。e50.㈱0。01脈050。10.e50。 ㈱0。010.Le50.10.050.0250 。伽0.005

(冊)血 清(AO.X) (V皿)(鱒) (lx)( )

牛 心抗 元O.25

牛 心 十「
コ レス テ リ ソ」抗 元0.25

St

可

St

可

K
【
K

K
τ

脳
颪

0⇔10や{磨0.伽0齢e10.t難5

(X)血 清(FX)

『劃

曜

K

K

鵬砿

÷

棚

.畿
藷

ヨ

鵬

(XI)( )
r

O慧0 SpFK-
K臼

Kl K KK K

ヨStP・ FK K K

一 一
FKK

一
K、

S

F

t

K一

牛 心 抗 元0.25

牛 心 十
「コ レヌ テ リ ソ」抗 元0.25

0・10燗 駐.㈱0。0ユ0,0050.10.{}50.㈱0.010。005

0.10。050.025e.elO。eoi

(xの(" )
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以上二列暴 セル牛心抗元及 ピ牛心加 「コレステ

リン」抗元 テ以テセル補盟結合反癒 テ通覧 スル

ニ(1)、(ll)、(皿)ノAO菌 血清ハ輕度乍 ラ何 レ

モ溶血阻止テ示 シタレドモニ種 ノ抗元ハ反慮 ノ

強サ相違 ナシ。批AO菌 血清ハ結核菌浮游液抗

元又ハ菌越幾斯抗元 二封 シテハ最反慮強 カリシ

血清ナ リシガ徽毒反癒 二使用 スル此二種 ノ抗元

二封 シテハ其強サテ示 サズ。

(IV>、(V)、(VI)ノF菌 血 清 ニ ハ殆 ン ド反慮 セ

ズ、 唯(VI>血 蒲 二於 テ ノ ミ輕 度 二反 癒 ラ見 タル

ノ ミナ リ。

(Vll)、(V皿〉、(IX)ノAOX血 清 ハ何 レモ輕 度=1文

慮 シタ リ。

(X)、(XI)、(Xfi)ノFX血 清 ハ(XDテ 除 ク外 牛 心

抗 元 二封 シテ相 當 強 キ結 合 テ示 シタ リ。 奪

結 論

(1)「サボニン」加培養弱毒結核菌 ト強毒人型結

核菌 ノ「アルコール」越幾斯 ハ賦活艦 テ加 ヘズ

シテ軍掲 二免疫抗罷 ラ産生 シ得 レドモ、培養

二依 リテ攣化セラレ タル結核菌蝋檬物質 ノ

「アルコー・ル4越幾斯中二へ 強毒人型結核菌

ト比較 シテ発疫生物學的 二讃明サレ得ベキ異

種 ノ物質テ含 マズ。

(2)「サポニンJ加培養結核菌勉 二強毒人型結核

菌ノザアルコール」越 幾斯免疫血満ハ原結核菌

ノ浮游液 二封 シテ補罷結合反慮陰性ナリ。

⑱)彊 毒入型結核菌「アルコール」越幾斯免疫血

清ハ、 「サボニンJ加培養結核菌fア ルコール」

越幾斯免疫1血清 ヨリモ抗艦量多 シ。是 レ「サ

ボニン」加培養二依 リテ蝋様物質 ノ減少テ來

シ、 從 ツ テ「アル コー ルJ越 幾 斯 中 ノ抗 元 量 モ

亦減 少 シ タル ニ因 ル ベ シ。 劃

(4)「 サボ ニ ン」加培 養 結 核 菌 拉 二強 毒 結核 菌 ノ

死菌 テ以 テ発 疫 セ ル血 清 ハ、 是 等 ノ結 核 菌 ノ

「アル コー ル 」越 幾斯 拉 二死 菌 二封 シテ強 キ補

禮 結 合 反 磨 ラ呈 ス。

(5)「 サボ ニ ン」加 培 養 結 核 死 菌 ハ強 毒 結 核 死 菌

二比 シテ抗 元 作 用 強大 ナ リ。 疇

(6>「 サボ ニ ン」加培 養 結 核 菌 及 ピ張 毒 人 型 結 核
タ

菌拉ビニ是等 ノ「アルコールj越幾斯発疫血清

ハ牛心越幾斯拉 ビニ牛心越幾斯加 「コレステ
　

リ ン」二封 シテ多 ク ノ場 合輕 微 ナ ル 補 禮 結 合

反慮 テ示 スモ、結 核 菌 「アル コー ル」越 幾 斯 ト

ノ反 慮 二比 ス レバ格 段 ノ相 違 ア リ。
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